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　更に浴温50℃の場合の処理時間による屈折率並びにni、。の値の変化を第2図に示したが，　ni・。
の値は処理時間が長くなるに従ってわずかながら上昇する傾向が認められた。なお屈折率につい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）ては水分の影響が問題とされていることから石川と同様にn〃－ni、。とni、。－n⊥　との比を求
めたところほぼ2：1に保たれていることからni、。の上昇は水分の影響によるものでないと考
えられた。
　また配向の乱れを生じた場合には複屈折（n〃－n⊥）の値が小さくなると考えられているとこ
ろから洗浄処理条件と複屈折の変化との関係を求めて第3図に示した。
　これによると，浴比が小さくなる程複屈折の値は小さくなり，一方浴温の高いものの方が浴温
の低いものより複屈折が小さい値を示した。これは洗浄操作の繰返しによって配向に乱れを生ず
るが浴比が小さい程また浴温の高い程，配向は乱れ易いと思われる結果である。
　さらに第4図に浴比50，浴温50°Cの処理条件における処理時間と複屈折の関係を示したが，明
らかに処理時聞が長い程複屈折の値は低下していくことが認められた。
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　以上の結果から，洗浄中に繊維に加わる伸長，屈曲その他の機械的応力によって繊維は疲労し
劣化するが，その影響は繊維の微細構造にまで及び，分子鎖の切断とともにわずかではあるが分
子の凝集性の増加あるいは結晶化の促進と思われる所見と，結晶部の配向に乱れを生じたと考え
られる結果がX線写真においても，複屈折の値の変化からも認められた。繊維の強伸度曲線に関
しては結晶化の促進と配向の乱れとは逆の作用を与えるものと思われるが，洗浄操作中にこれら
の現象が同時に起きていることと，一方分子鎖切断が起きて分子鎖のすべりあるいは引き抜けな
　　　　　　　　　　　　　　　　　1）どを生ずると思われることなどから，前報に述べたナイロンー6繊維の強伸度曲線の挙動とは矛
盾するものではないと思われる。
　今後は合成繊維に比して結晶部の発達した木綿のようなセルロース系の繊維について同様の実
験を行い，疲労の機構に差異があるかどうかを調査する予定である。
　なお，試料のナイロンー6繊維は東レ株式会社の提供によるもので感謝の意を表します。
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